
｢OPENプロジェクトはお蔭様で幸先のよ

いスタートを切ることができました。プロジェ

クトの細部を組み立てていくにあたって、

経営トップと社員のコミュニケーションの

あり方、社員同士のコラボレーションの実

際、ポータルの運用方法など、シスコシス

テムズIBSGから学ばせていただいた要

素は少なくありません。テクノロジーだけ

でなく、IT施策の成功に欠かせないガバ

ナンスに目を開かせてくれたことにも、深

く感謝しております｣ �

東京三菱銀行 �
常務取締役総合企画室長�

大森 京太 氏�

�

東京三菱銀行の概要�
■三菱銀行と東京銀行の合併により

1996年4月に発足�

■本店は東京都千代田区、日本国内に

270店舗、海外に73店舗を展開（2003

年9月末現在）�

■日本の4大銀行グループの1つ、三菱

東京フィナンシャル・グループの傘下�

■総資産：86兆3,844億円（2003年9月

末現在）�

■従業員数：1万8,389名（2003年9月末

現在）�

他行に先駆けて不良債権問題から脱却した東

京三菱銀行は、効率的な経営と収益力の強化

を成し遂げるべく、コーポレートカルチャーの変

革に着手している。伝統に根ざすカルチャー変

革の触媒となったのが、シスコシステムズIBSG

のアドバイザリー活動である。�

�

チャレンジ�

　周知のように、日本の多くの銀行は90年代前

半から不良債権問題への対応に苦慮してき

た。そのなかで、いち早く完全に決着をつけた

のが東京三菱銀行である。だが、残る3グルー

プも現在では実質的な処理を終えつつあり、次

なる競争が始まっている。�

　「日本の上位銀行が4グループに再編され、

不良債権問題も収束しつつある現在、ようやく

本来の収益力ベースの競争が始まると認識し

ています。当行が常に名実ともにトップバンクで

あり続けるためには、強靭な収益力を実現する

必要があります」�

　東京三菱銀行の経営戦略を立案・運用する

総合企画室・副室長の伊東正行氏は、同行が

置かれた現在の状況をこのように説明する。�

　「収益力を高めるカギは3つの『E』です。

業務効率（Efficiency）を向上させながら、

従業員1人ひとりの満足度（Emp l o y e e  

Satisfaction）にも気を配るという、一見矛盾す

る要求を満たしていかなければなりません。�

　そのためには従業員に積極的に権限委譲

（Empowerment）を行い、商品力や営業力に

結び付く創意工夫がしやすい環境を形づくる

必要があります。これは当行にある官僚主義

的な体質から脱却して、オープンな新しいカル

チャーを作るということを意味しています」 �

　東京銀行も三菱銀行も100年以上の歴史が

あり、伝統に根ざしたコーポレートカルチャーを育

んできた。だがそれは上意下達を旨とし、各人の

創意工夫が発揮できる環境とは言い難かった。�

　97年の金融ビッグバン以降、銀行の経営環

境は急変した。銀行窓口で証券系商品の取り

扱いが可能になるなど、金融機関の経営の自

由度は大きく増す一方で、すべての銀行が自

由競争下に置かれ、市場メカニズムによる優勝

劣敗がはっきりするようになった。�

　新しい環境は新しい思考法と行動様式を要

求する。東京三菱銀行が全行規模のプロジェ

クト「OPEN」に着手した理由はそこにある。官

僚主義的な社風を、権限委譲（Empowerment）

を主体としたOPENなものに変革していかなけ

ればならない。�

　このプロジェクトを具体化させるにあたって、組

織的な抵抗はほとんどなかった。元々、全社規模

のBPRは長期計画の1つの柱になっていたから

だ。問題は「どのように具体化するか？」であった。�

�

ソリューション�

　東京三菱銀行は、OPENプロジェクトの細部

を詰めるにあたって、さまざまな企業と話し合い

を重ね、ベストプラクティスを吸収するように務

めた。シスコシステムズIBSGは、そのうちの1社

として具体的なノウハウを提供した。�

　「さまざまな企業と情報交換をするなかで、

OPENプロジェクトを具体化させるには、

Information TechnologyとManagement 

Technologyを両輪で回していく必要があると

確信しました。その具体的な手法を、IBSGから

学ぶことができたように思います」（伊東正行

総合企画室・副室長）�




